






中学生 に講義 を行 うア ウ トリーチ教育活動を行 って きてお り、2004年度 には文部科学 省委 託事
業r白 雲 なび く駿 河台地域子 ども教室』 を受 託 し、2004年10刀か ら2005年3月まで小 ・中学 生
を対 象 とした体験 型のイベン トとワー クシー トを使 った学 習を実施 するな ど、小 ・中学生 に対す








の内容を決定す るとい ういわば通常の カ リキ ュラムを補完する性 格の ものであ り、当館 としては
初めての試 みであ った。
以下では、 異な る方法で行 った2つ の実 施例 について述べ、 その効果 と問題点、 また大学 博
物館が小 ・中学生に対して教育普及活動を行う意義について若干の検討を加えたい。
1.2005年度 に行 った授 業支i援活動 の事例
(1)「総合的 な学習の時間」`における活用
① 経緯
当館で は、2004年度後半 に 『白雲 なび く駿河台地域子 ども教室』 を実施 したが、 その実行委
員会の折、委員として参加した千代田区立お茶の水小学校の塚田俊雄校長より、将来的な出張授






持ち込 んで授業を行 う① 出張授業 と、実際に博物 館へ生徒全員に足を運 んでもらい、ワー クシー
トと土器や石器に触れる体験を組み合わせた②社会見学の2案で、単発の特別授業の形式であ
った。 しか し、話 し合いの中で小学校側 からの提案は 「総合的な学習の時間」 を活用 し、4月 か
ら5月 の2ヶ 月間で継 続的 に実施 したい とい うこ とであ った。 そのほか、要望 としては以 下の
もの があ った。
・生徒が博物館へ出向き、全部門の中か ら自分で学習テーマをひ とつ選定 し、本 を調べた り展
示 や展示 キ ャプシ ョンを調べた り、学芸員 に聞いた りな どしてそのテーマ を深 く掘 り下げ て
い く形 に したい。
・最初の2時 限 をガ イダンス(展 示解説 とワー クシー ト)、最後の2時 限を小学校 で行 うま と
めの時 間 どし、問の6時 限 を自由学習の時間 としたい。毎時間担任が同行す る。
・可能 な らば、間の6時 限の うち1時 限あ るいは2時 限は石器製作等、体験 の時間 を設けて
ほ しい。
・生徒 を対象 とした書籍 があれば、 自由学習用 に使用させてほ しい。
・自由学習の時間は、児童のテーマ設定 に関する質問に適宜ア ドバ イスをす る時間を設けてほ
し い 。
上記の要望について博物館内で検討し、実行可能なものを再度提案した結果、博物館で自主的
に生徒がテーマ を決めて調 べる全5回(1回 あた り午前中2時 限 、1時限45分)の学習計画のう
ち 、1,3,4回目を博物 館 で 行 う とい うこ とが決 ま った。 概 要 は 次 の通 りで あ る。
・生徒が来館 し、展示 ・所蔵図書 を利用 しての 自主学 習を行 う。
・学 習の題材 は、商品 ・考古の各 部門 と、記念館前遺跡 と江戸時代の生活に対象を絞 った刑事
部門の3部 門 とす る。
。学芸員による展示解説 を聞 くほか、展示物 スケ ッチ、土器洗 い、石器製作実験 を学芸員の指
導の もと実施する。





・第1回 目 第1回 は、2005年4月22日(火)に行 った。対象 となるのは、 お茶の水小学校の
6年生2ク ラスの計48名であ る。前半 の1時 限 目は、ガイダンスとして地下1階 の導入展示 と特
別展示室で開催していた錦絵の企画展の見学と、刑事部門を除 く地下2階の常設展示室を12名
ずつの4班 に分けて各学芸員が引;..して各部 門10～20分程度 で簡単な解説 を行い、生徒 がメモ
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を取 りなが ら適宜質問する とい うスタイ 玉・'
ルをと轟 こうして一通りの展示蜆 ・'=雛




を通 じてテーマ とす る資料を各部門の巾
r
か ら選 定 した。 展 示室 内 には 、学 芸 員 と ノ 〆.
,誰 ㌧
ボ ラン テ ィア 解説 員 が待 機 し、生 徒 か ら ・無 冠.
庵 噛,
質問が出た場 合には適宜回答するとい う 麟 ・ 噌 ・
形 をとった。 また、地域子 ども教室の時
に作成 した ワー クーシー ト(ア クテ ィピ テ 写真1第1日 目の展示解説
イ ・シー ト)を 使 用 し、 展示 内容 の理 解
撰の一助 とした・ 響 一難 ・灘
・第3回 目 第1回 目 を 受 け て 、 第2趣
.、7「.冒
同日は・瞠 校において自らの課題 。つい 鍵 盤鐵 鶯 擁搬
て検 討 した。 その 後 に迎 えた5月6目
`慧 監(・`
(金)の第3闘 では・体験型の轄 を 欝鰯 趣1厭
行 ったo員 に体験 させてほ しい とい う 一。新 噸1齢 、





要領は地域子 ども教室の時 と同様で、生 写真2石 器作 リ体験の様子
徒 そ れ ぞれ に洗 面 器 ・ざ る ・筆 ・ハ ケ ・
竹串 と土器片 を持たせ、学芸員が縄文土器 についての解説 と、洗浄 とい う作業が持 つ意味 につい
て5分 ほ ど解説 したのち、15分ほ どかけて実際 に洗浄 した。作業時 には、考古部門担当学芸員
及び同部門の嘱託職員がつ き、作業上注意すべ き点や、観察のボ イソ トな どを指導 した。最終的
に研究 テーマ としてま器 を選択 した生徒が多かった ことは、この作業が与えた効果 も少 なからず
あ った とみ られ る。
また、並行 して土器洗浄以外の班は 自分がテーマに決めた資料の スケ ッチに取 り組 んだ。 これ
は、絵に描 くことで資料 を詳細 に観察 することがで きる というね らいの もと、学芸員側 から提案
された作業である。さ らに、 自主的 な「調 べ学 轡」として、展示室の各部門 に学芸員 と嘱託職 員、
ボランティア解説員と博物館実習生が待機し、質問を受け付けた。加えて、常設展示室の商品部
門のスペースに机を配置し、そこに館蔵品が掲載された当館図書室蔵の児童向け書籍を選別して
並べ、生徒が 白山に閲覧で きるようにした。 もとも と当館の常設展示の解説文は大学 生以上を対
象 とした ものであ るため小学生にはやや難解である。 そのため、わか らない用語がある ときは近
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くの学芸員等 に尋 ねるほか、この書籍 を利用 して学習を進 める生徒がかな り多 かった。
・第4回 目5月13日(金)に 実施 した。 当=初は、考古部門の石器作 り、刑事(記 念館前遺跡)・
商 品部門の資料 を手に取 っての観察 とい う3種 の体験 を実 施する予定であ ったが、 この段階で
まだ 自分のテーマを決定できていない生徒 が多 く、また部門 によってテーマ として選んだ生徒の
数に偏りが出たため予定を変更し、石器作りと記念館前遺跡の資料の観察と、自主的な調べ学習
を並行 させることになった。
石器作 りについては、参加 を=希望 した12名(テーマ として石器 を選 んでいない生徒 も含む)
が、当館で所有 してい る石器製作器具を使用 し、考古部 門担 当学芸員1名 、同部門嘱託職 員1
名、考古部門の博物館実習生1名の計3名の指導のもと、黒曜石の剥片から石器を製作する実
験 を前半の1時 眼 目に体験学習室で行 った。 また、刑事部 門では特別展示室の一角 に記念 館前
遺跡 出土の陶磁器 ・銭貨 ・子 どものお もち ゃ ・下駄 な どに実際 に触れる場を設け、刑事部門の学
芸 員1名 と考 古部門の嘱託職員1名 が指導 した。刑事部門を選択 した生徒は2～3名 と少人数だ
ったため、ほ とん ど学芸員 とマソッーマソの状態 とな ったが、熱心 に学 習を行っていた。体験学
習に参加 した以外の生徒は、引 き続 き常設展示室で展示や図書を参考 に、ボランテ ィア解説員や
学芸員に質問をしながら自主的に学習を進めた。
・追 加見学 第4回 の授業を もって、計画 されていた博物 館での学 習は終了 し、最後 の第5回
目は小学校でま とめの作業を行 ってレポー トを各 自作成する とい うことであ った。調べ足 りない
部分 があれば、当館は無料で土 日も開館 しているので自由に展示を観覧 して、 また不明な点があ
れば学芸員に聞 きに来 るように とを第4回 の終 了時に生徒 に伝 えていたため、 その後 にも上 口
た数名が来館 して いたようであ る。5月18日(水)の 放課後には、担 任の教諭 が博物館での追加
調査 を希望 した6～7名 を引率 して来 館 し、 自主的 な調 べ学習を行 った。 その際、埴輪を調べて
い る隼徒 がいたため、10分ほ どであ ったがバ ヅクヤー ドで整理復 元中だった馬形埴輪 を観察 す
る機会 を設けた。
5月20日(金)に は今回の当館 に よる授業 協力について、「大学 との交流」 としてお茶の水小
学校 がテレビ取材 を受 けることとな り、再 度放課後 に10名ほ どが来館 して博物 館での学習 を再
現し、常設展示室での調べ学習や馬形埴輪を観察する様子を撮影した。
・授 業の反 応 第4回 終 了直後、 全員に感想 カー ドへの記 入を依頼 した。 内容は大 き く次の3
点に分け られた。
・黒耀石の石器製作、土器洗浄が印象に残 った
・対象 となる資料 に興味を持つ ことができた
・わからないことが多かったが、学芸員をは じめ とする博物館スタッフに丁寧 に教 えて もらっ
た ことで、内容が理解で きた
上記2点 は当初か らあ りうる と考 えていたが、最後の1点 については、多 くの生徒 が同様の
記述を してお り、学芸員や嘱託職員、ボランテ ィア解説員、博物館実習生が直接疑問に答 えると
鴨
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いうスタイルに強い効果があ ったことが うかがえる。
また全5回 終 了後、 お茶の水小学校の配慮で生徒 が製 作 した レポー トを拝 見す る機会 を得
た。 それ に よる と、 生徒 が選 ん だ テーマ は、 そ れぞれ 考 古部門44名、刑事 部 門3名 、商 品部r1IJ1
名であった。重点的に体験学習 を実施 した考古部門に偏る結果 となったが、選 んだ資料 は旧石器
か ら古墳時代 まで比較的均等に分かれた。 その中で最 も数が多か ったのが縄文土器で、全体の約
3割を占めた(複 数選択を含む)。続いて多かったのが約2割 の黒輝石であ った ことを考え合わ
せれば、ほぼ半数の生徒が体験学 習の経験 に基づいて資料を選定 していることがわかる。 この結
果 から、やは り体験学習の与え る効果は非常に高いものがあるといえる。
他に、興味深い点 として複数の時代 にまたがった共通のテーマ(例 えば、テーマを 「土器」 と
して縄文土器 と弥生⊥器を扱 うな ど)を 選択 した生徒が3割 にのぼった。解説時 には時代で区
切 って解説を行 ったにもかかわ らず、ひ とつの資料の変化を時代的に追 うという視点が多 くの生
徒 にあ ったことは驚 きであった。加えて、当初の予想ではある程度土偶 と埴輪に興味が集中する
と考 えたが、実際には土器選択者の1/3ほどに しか達 しなかった。原因は不明だが、第3回 でス
ケ ッチを行 ったため、形状の複雑な埴輪が敬遠された可能性 もあ る。また、武器 を選択 したのは
全て男子であったが、女子で玉類な どアクセサ リーを選んだ生徒はみ られなかった。
刑事部門では漆器や貨幣、商品部門では陶磁器が選択されてお り、 きらびやか さや珍奇さが 目
立つ もの よりも、日常的な生活に即 した道具に興味がひかれたようである。
② 出張授業
① 経緯と内容の決定
出張授業については、2005年5月に世 田谷区立砧南小学校の6年 生担 任の教諭か ら、博物館
の考古部門あてに直接問合せをいただいたのが契機である。明治大学博物館の常設展示室を見学
したが、その資料を小学校での歴史の授業に活用で きないか ということであ った。当初は遺物 の
みを借用 し、教諭がそれぞれ校内の授業に際 し活用するとい う形が とれないか とい うことであ っ
たが、やは り考古遺物については遺物 自体の強度や刃のついた石器の危険さか ら、保管管理や授
業 での取 り扱いにある程度の経験 が必要:であ るとい う博物館側の判断で断念 した。そ こで代替案
を話 し合った結果、学芸員が遺物 を持参 し授業 を行 う 「出張授業」の形をとることになった。実
施 に際 しては、学校長名の講師派遣依頼を当館館長宛に提出 していただいている。
② 実施内容
・事前準備 教諭と学芸員1名が数回の意見交換を経て授業の内容や体制について案を作成し
た。 レジュメ資料は使用 しなかったので、遺物の選定 と梱包のみを行 った。使用 した遺物は以下
の16種であ る。
黒罐石石器剥片、縄文土器片、石鍼(縄 文 ・弥生)、磨 製石斧、志賀島出土金印レプ リカ、巴
形銅器 レプ リカ、弥生土器 口縁部片、石包丁、長頸鍬、桂 甲小札 、人物埴輪腕部片、碧玉製管
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ヨ三、 水贔製切子玉、勾玉、三角縁神獣鏡 レプ リカ
また1遺物は貴重なもので直るので触る際には慎重に取り扱うよう、予め担任の教諭から生徒
に周知を してお くようお願い した。
・資料の搬入 授業は2005年6月24日(金)に行 った。 公用車等が使用で きなかったため、砧
南小学校までは明治大学博物館から電車とバスを乗り継ぎ約1時間ほどかけて、考古部門の学
芸員と同部門の嘱託職員の2名で梱包した遺物を手持ちしして持参した。
●授業の方針 事前に教諭 よ り授業で使用 した教科書 と副読本 をフ ァックスで送付 して もらい、
その中に登場する遺物を中心に選定した。内容としても旧石器時代から古墳時代までを資料で概
観 す る、過去に学 んだ内容の復習 という意味合いを持たせた。また、本物 に触れることで理解を
深めさせたい という当初か らのねらいがあったため、生徒が実物に触 れ られる時間を設けた。
● 授業の構成 第2・3限(9:40～11:30)の 問 に6年 生4ク ラ ス を まわ る とい う非 常 に 限 ら
れた時間の中で行わねばな らなかったため、1授業1ク ラス20分とし、前半の10分で旧石器時代
か ら古墳時代 までの流れを持参 した遺物 を提示 しなが ら解説 し、後 半の10分は学芸員 ・嘱託職
員の指導のもと生徒が実際 に触 ってみたい遺物 を最低1人1点 以上手 に とって観察 する時間 と
し た 。
・授業の実施 学芸員が指導 しなが ら多 くの生徒 が遺物を触 る というス タイルを とったが、各 ク
ラス32～34名で担 当者1人 あた り15名以上に 目を行 き届 かせ る必 要か ら、生徒の机6卓 を長方
形 に組 んだもの2組 を教室前方に固め遺物観察用のステージ とした。そ れ以外の机 はすべて教
室後方に下げ、生徒は教科書と副読本を持ち椅子のみで黒板側を向いて並ぶ形をとった。前半は
椅子に座って副読本等を参照しながら学芸員の説明を聞き、後半は椅子から離れ二手に分かれて
ステー ジを囲み、遺物 を触 った。その際、生徒2名 ずつにじゃんけんをさせ て勝 った ほ うの生
徒から1人1点 希望の遺物名を挙げて もらい、担 当者 が1点 ずつ順 番・に手渡 しす る方法 を とっ
た 。 生徒が遺物を受け取る際は画学 に乗せて観察す るようにさせ、指でつまんだ り裏返す ことは
禁 じた。 それによって、遺物の取 り落 としや接触 による破損 を防 ぐためであ る。 この ことは、結
果的に 「遺物は大切に取り扱わねばならな
鋼'い 」 とい う意識 を生徒 がもっこ とにつなが り
難語
観察時の集中力を増す効果があった。 じゃん
けんに勝 った生徒が全て観察 し終わ った とこ
㌧ 型 ,,艦
露よ
'・ ろ で 負 け た 生 徒 の 観 察 を 始 め 、 終 了 後 に ス
ぎ∫
羅 テージ問で生徒 を入れ替 えてで きるだけ多 く"繕 一 回
就 の遺 物 を触 る機 会 を設 け た。
霧選
一
謬 『'時 間の制約上、質問を受 け付ける時間はほ
.、・ 灘
無 風 とんどとることがで きず、遺物を触 りなが ら
写真3 砧南小学校での授業風景 行 ったのみであった。生徒の反応で注 目され
,
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たのは、 レプ リカ と実物 でそれほ ど差がなかった ことである。 レプ リカで要望が高か ろたのは、
金印 ・巴形銅 器 ・三角縁神獣鏡 であ り、金 印は非常 に大 きさが小さい ことときらびやかさ、巴形
銅器は形の珍しさと背面構造、鏡は普段身近にある鏡よりも大型であることと鏡面側の構造など
が興味をひ きつけた点であ ったようだ。一一方、実物では黒曜石製石器剥 片 と垂頚、石包丁が中心
であり、生徒からの質問や観察の様子から石が刃物として使われる状態や高度な穿孔の技術など
が関心を集 めていたよ うである。
この ことは、教科書や副読本で見 た資料が、大 きさ も含めて実際にはこの ような質感である と
実感で きるだけで もかな りの効果があることを示 している。実物に こだわ らな くとも、ある程度




終 了後 か らしば ら く期間 をおいた2005年7月20日(水)に、 お茶の水小学 校において担 当教
諭1名 、学芸 員3名 とで意 見交換会 を行 った。 まず成果 として挙 げ られたの は、展示 と体験 を
組み合 わせな ことで内容 に幅 が広が り、生徒の資料 に対す る関心が非常 に高 くな った点 である。
今回は 自分でテーマを選 んで調べる とい う、 自主性が求め られ る作 業であ ったが、生徒 たちは展
示や参考図書、学芸員やボランティア解説員などさまざまな手段を利用して素材となる情報を選
び取 り、課題 に取 り組 んでいた。体験学習のみに とどま らない、博物館の特性を総合的 に生 かし
た授業であ った といえる。
今回は年度 が明けてか らす ぐに実施が決 まったため、 む しろ準備等についての問題点が多 く挙
げ られた。 これ まで交流の蓄積がなかった ことにも起因するが、小学 校側に とっては博物館側で
はどうい ったことが可能なのか、また逆に博物館側では小学校側には どの ような要望があるのか
がわか らず お互 いに手探 り状態であ り、計画が固 まるまで時間を要 ししば しば変更が生 じた。双
方 とも出張等で時間が合わず、調整 に時間がかか った点 も当初の想定以上 であった。 これらを踏
まえて、やは り前年 度か らの調整 が必要であ ると痛感 した。その点 については、塚田校長か ら、
早い段階 に5年 生の担 任教諭 との打ち合わせを してみては どうか との提 案があ った。 また期間
について、年度初めが難 しい ようであれば、秋 の実施は どうか という意見 が博物 館側か ら出され
たが、2年に1度大規模な学校行事が秋に予定されているので、その場合は隔年で時期を考慮す
る必要がある との ことであ った。今回の実施について も、泊ま りがけの校外学 習などが入 りスケ
ジ ュール としてはかな り厳 しかった ようである。 こうした長期のプログラムを行 う際 には、学校
行事との調整も念頭に置かねばならない。
さらに も う1点 、実施 内容 を練 りあげて い くにあた り、教諭 と学 芸員の間 での十分な意 見の
す り合わせの必要を感 じた。今回は小学校側で単元のテーマ及 び時間構成 について策定 した。博




ではあ るが、共同で作業す る場合には計画の方 向性 を決 める時点で、一度共通認識を持 ってお く
ことが望ま しい。 いずれにせ よ生徒の教育に関 しては教諭がその責任を持 つ立場であるので、実
施について主導的な役割を担うのは当然であるが、最も効果的な方法を探るためにもそれぞれの
意見を出 し合う場があれば、そ うしたズレはかな り是正されるのではないだろうか。
② 出張授業の例
レポー ト等事後資料の製作がなか ったため効果 としては当 日の判断のみであるが、総 じて じか
に遺物を手に とることで対象への関心が高まっている様子は明 らかであった。個人差はあったが、
1度だけでな く別の資料 を何度 も触 りたがるな ど全体に積極的な傾向がみ られ、手に とることを
拒否する、 または参加 しない生徒はみ られな かった。 レジ ュメ資料等でこの ように普遍的な関心
を呼び起 こす ことは困難 であ り、改めて遺物の持 つ興味を喚起する力の強 さを示 している。
その反面、印象が一過 性に終わ り今後の学習の出発点 とな りえない可能性 もあ る。 口程的 な問
題 もあ り、授 業で当該部 分を学 習 してか らと1ヶ 月近 い期間が空 いた後に今回の授業 を行 って
いる。最も理想的なのは授業進度と並行あるいは直後に実施する形であるが、考古学が対応する
範囲は6年生でも新学年開始直後にあたるため、その時期に行おうとすれば前年度からの調整
が必要 となる。 しか し、現実には担任の変更な どもあ り、そ うした事前調整は難 しいのが実情で
ある。望ま しい形 にするには、定例化するな どの工夫が必要 であ ろう。
また、遺物に触れ る際 には、わず かな りとも損傷の危険 を冒さねばな らない。 今回はある程度
同型同大の ものがある資料や表面採集資料 を選び、万が一の ことがあ った場合で も影響が少ない
ものを持参 したが、この ように大人数 で実際 に資料 に触 れる場 合には、資料のローテーシ ョンや






題 として挙 げ られ る。遺物 に触 りたい とい う
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要望 が多かった分、時間がかか って しまい1.
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であ ったため にコンテナを使用で きない とい うハンデはあったが、相応 の容量の箱 を借用 するな
ど、 とりうる方策 もあ った。時間の少な さは事前 にわか っていただけに、工夫の余地があ った。
遺物を持参する出張授業 としては部門 として初の試みであったが、車が使用で きない等の限 ら
れた条件下 にあ って、課題 はあ りつつ も…定の成果を挙げるこ とができた。今後要望があ った場
合の実施に向けて、必要な経験を積む こ とがで きた という点 で意義があ った といえる。
② 大学博物館による授業支援活動の意義
以上を踏まえ、大学博物館がこの種の授業支援活動を行う意義について若干の検討を加えた
い。 今回、当館が行 った ような事例は、 これまで地域の博物館 ・資料館、埋 蔵文化財担 当機関や
教育委員会 によ って既に盛んに行 われてお り、「総合的 な学習の時間」 におけ る活用 についても
多 くの試みがな されてい る(金 山ほか編2001など)。「総 合的 な学習の時 間」 において博物館 が
かかわった実践例をみると、やは り館における体験型の学習 と、出張授業がその大 きな柱である。
では、展示施設 が各地 で整備 され、地域の教育委員会 ・埋蔵文化財担 当機関による出張授業 も
数多く実施されているいま、大学博物館が同様の活動を行う意義はあるのだろうか。大学博物館
の収蔵資料は、多くが所属大学の専門研究に基づいた収集体系(大学構内の埋蔵文化財調査機関
の資料 を持?場 合 もあるが)に 沿 った ものであるため、必ず しも大学博物館の所在地 に根ざ した
ものばか りではない。 そのため、生徒に とって身近な地域の歴史や文化 を学 ぶ とい うテーマを組
む ことがで きない とい う欠点があ る。
む しろ、大学 博物 館を利用するメ リヅ トは、地域の博物館等 とは異な るオ リジナ リティある収
蔵資料 を生か し、他所 では組 み得ない ような単元を設定す ることが可能な点 にある。今回の当館
におけ る 「総合的な学習の時間」では、最初か ら1部 門のみに限定せ ず3部 門 すべて を同時 に
活用 することで生徒 に広い選択の幅を持たせるこ とができた。それに よって、 テーマを選 ぶ段階
で各部門について学 習す る機会 もまた提供するこ とができた。 これ も、歴史 に偏 らない当館の収
蔵資料の特性 によるものであ る。また、石器作 り体験 で黒罐石の使用が可能 だった点 も、従来か
ら製作実験を繰り返し行うなど黒曜石文化研究を継続してきた成果によるところが大きい。考古
部門 については、旧石器時代か ら古墳:時代にかけて各時代を代表 する学史上軍要な資料が揃い、
教科書や副読本 と同様に時代 を追 って学 習が可能なことも、独 自性のひとつ として挙げ られ よう。
第2の メ リヅ トとして 、立地 を生 か した密接 な連携が可能 とい う点があ る。来 館 した うえで
の学習の場合、その移動時間が課題となるために頻繁な往来は難しい。そのため単発の開催とな
らざ るを得ないが、お茶の水小学校 と当館は徒歩数分圏内であ り、3回 にわたる継続的な来館が
可能 となった。第4回 終 了後 に土 目や放課後 、生徒の来館が数度あ った こ とか らも、その近 さ
が学習において大 きな利点 とな りうるこ とを示 してい る。各地域の博物館等諸機関 も、すべての
学区 にまんべんな く対応 するには限界があ り、その一端 を大学 博物館が担 う意味は小 さ くない。
また、所在地周辺の学区程度の受け入れであれば、小規模館が多くを占める大学博物館にとって
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も、大 きな負担 になる恐 れ も少ない。受け入れ数 が限 られてい る分、 今回の ような長期の単元の
実施 も可能 となる。折 しも、大学の地域 との連携 が重:要視 されてい るい ま、まず身近 な地域 への
貢献がその第一歩であるのは明らかである。当館も今回の支援活動を行うまで、お茶の水小学校
の教諭には存在は知られていても、来館経験がない方がほとんどで、展示内容についても積極的
な周知 を行 って こなか ったのが実情 であ る。一・般社会への学術資源の還元 とい う観点か らも、今
後地域 社会 を担 ってい く子 どもたちにまず働 きかけ を行 うこ とは重要であ る。
さらに、第3の メリットとしては学芸員養成課程の博物館実習にこうした活動を組み込むこ
とに よ り、実 習生 に とって有益 な教育効果 を もた らす点が ある。地域 の博物館学 芸員 に とって
は、小 ・中学生に対する教育活動は不可欠なものであるにもかかわらず、大学博物館における博
物館実習では、 そ うした機会が比較的少ないため に、実践 的な体験 をす るこ とがで きなか った。
こうした小 ・中学生対 象の授業支援活動を定 例化 し、実習のカ リキ ュラムに加 え ることがで きれ
ば、学生教育 とい う面 で も非常 に有意義であ る。
一方で、遠隔地域での出張授業については持参する資料を厳選する必要があり、また同行でき
る人 員に も限 りがあるため博物館実 習生の参加 も制約があ るな ど、 メ リッ トが限 られ る。 ただ、
今回の ように大学OBな どの つな が りによって 、地 域的 に も離 れ本来 は生徒 に とって接点 がな
く、 日にする機会 がな い資料 に出会 え るのは、大学博物館だ か らこそあ りえたケー スで ある。人






1990年代以来一般 への学 術資源の還 元 に努め て きた。 当館 に とっては、 この ように一般 向け に
学 術的 な成 果を発 信 してい くこ ともまた重要 な柱 とな って いる こ とか ら、学 芸員 にはMuseum





教示 をいただ いた。記 して感謝 の意 を表 します。
一 ノ関茂夫、 伊能秀朋、江 島晴子 、島田和高、 世田谷区立砧南小学校、 田中 岳晴、千代 田区立
お茶の水小学 校、塚 田俊雄、外山 徹、 日比佳代子、水谷元英(敬 称略 、50音順)
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追記:2006年1月17・18日に、宮崎県延岡市で刑蔀部門と考古部門が私立尚学館中学校と市立恒富小学校を
対 象に出張授業 を行 っている(ク 刊 デイ リー新聞2006年1月20日紙面)。刑 事部門は中学2・3年 生100名に
対 して120分の講義形式で行い、考古部門は砧南小学校で実施 した事例をペ…スに、館蔵の考古資料 と延岡
市教育委員会所蔵の考古資料を持参 して実際に児童に触れてもらいながら学芸員が作成 したレジュメ資料に
沿 って学習す る形 式を とった。遺物 を手に取 るため、1時 限45分あた り26名ずつの授業 を2ク ラス分行 い、
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